
第 22 期 

事業報告書および決算書 

株式会社四番町スクエア



事 業 報 告 書 

（令和 6年 4月 1日から令和 7年 3月 31 日まで） 

１ 事業の概況 

（１）事業の経過・成果 

当会計年度における我が国経済は「総合経済対策の進捗に伴い、官民連携した賃

上げを始めとする所得環境の改善や企業の設備投資意欲の後押し等が相まって、民

間需要主導の経済成長が実現することが期待される。令和6年度のGDP成長率は実質

で1.3％程度、名目で3.0％程度、消費者物価（総合）は2.5％程度の上昇率になる

と見込まれる。」とされています。 

このような中、本市の観光動向を示す指標である「令和 6 年度彦根城入山者数」

は、633,736 人で前年比 97.3％、コロナ前の 2019 年度比では 86.4％となっていま

す。 

こういった状況の下での当社の令和 6年度第 22期につきましては、令和 5年 4月

に策定した新たな経営改善計画に沿って抜本的な経営改革を進めてまいりました。

この中で団体客の誘致について、バスの年間誘致台数は前年比 112.8％と増加しまし

たが、コロナ前の 2019 年度比では 73.5％となっています。これは、運転手の拘束時

間や休息時間などが改正された「自動車運転手の労働時間等の改善のための基準」が

施行されたいわゆる「2024 年問題」に、運転手不足や燃料費の高騰が加わり、バス

会社がその保有台数や旅行商品を減少させていることが主な要因と考えられます。

一方、店舗での小売や卸売、委託販売の売上は、一昨年 9月に従来の「キャラクター

ワールド」を「ひこにゃんショップ」としてリニューアルしたこと、さらに、昨年 9

月に彦根を訪れる際の目的地となるべく店舗 2 階に「ひこにゃんギャラリー」を新た

に設け、店舗の名称もこれまでの「ひこね食賓館四番町ダイニング」を「ひこにゃん

ミュジアム」に改めたことから、来店者数、客単価とも上昇、これに原材料価格の高

騰や物流経費の増加に伴う商品価格の値上げが加わり、大幅に売上を伸ばしていま

す。また、ふるさと納税につきましては、新商品や季節限定のクラフトビールなどの

商品を返礼品として登録したことにより、過去最高の売上を計上することができて

います。次に賃貸収入につきまして、家賃収入はテナントの売上増により、駐車場収

入は来街者数が増加したことにより微増となっています。業務受託料収入につきま

しては、市の補助金や（公社）彦根観光協会からの業務受託料が減額となったことか

ら大きく減少しています。 

業績について、売上高（全事業）は、店舗での売上が増加したことから、前年比

120.2％となり、過去最高となっています。一方支出面では、店舗改装に係る修繕費、

賃上げと最低賃金上昇による従業員給与、ふるさと納税返礼品に係る梱包資材購入

に係る容器包装費、電気料金など水道光熱費、さらに（公社）彦根観光協会への委託

販売の売上増に係る販売手数料やキャッシュレス化の進展に伴う決済手数料などの
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支払手数料が増加し、販売費および一般管理費全体では前年比 113.2％の増加となっ

ています。 

全体の損益について、粗利益率の減少から、売上の伸びに比べ利益の伸びは小さな

ものとなりましたが、経常利益は 1,339 万円、前年比 107.2％で過去最高となってい

ます。また、最終の当期純利益は 1,296 万円、前年比 105.4％で、3年連続の黒字を

達成することができています。 

＜部門別売上高＞ 

・ひこにゃんミュジアム      32,129 万円（前年対比 121.8％） 

・彩菜館                3,566 万円（前年対比 113.0％） 

・ひこね街なかプラザ           669 万円（前年対比 104.5％)  

・四番町スクエア第 2駐車場      460 万円（前年対比 100.2％） 

次に当社の売上を売場や業種、部門ごとに見ますと、四番町ダイニングの売上のう

ち店舗での売上は、全体で前年比 122.8％となっています。このうち、農産物直売所

である彩菜館の売上は、これまで漸減傾向が続いていましたが、秋以降の米不足と米

の価格高騰から来店者数、売上とも増加し前年比 113.0％に、また、ふるさと納税の

返礼品は、前年比 122.2％となっています。次に、卸売販売は、新たな卸売先を開拓

したことにより前年比 104.9％と売上が伸びています。次に、駅前観光案内所に併設

された「いらっしゃいませ館」、「観光センター」、「にぎわい市」を中心とした委託販

売は、前年比 114.9％となっています。次に、テナント家賃や駐車場収入、会議室の

貸出等による賃貸収入は、前年比 102.1％の微増となりました。次に、観光協会の店

舗（いらっしゃいませ館、観光センター、にぎわい市）の運営業務受託料や公的機能

を担っていることから交付される、市の補助金を計上している業務受託料は、にぎわ

い市に係る（公社）彦根観光協会からの業務受託料が受託業務の範囲が縮小したこと

から減少し、また、市の中心市街地誘客事業補助金についても減額されており、全体

で前年比 85.6％となっています。 

主たる事業の概況は次のとおりであります。 

① ひこにゃんミュジアム（旧ひこね食賓館「四番町ダイニング」） 

四番町ダイニングの店舗における昨年度の売上は、過去最高の売上を計上する

こととなりましたが、団体の食事客は戻っておらず、更なる売上増を図るため引き

続き京阪神、東海、北陸方面を日帰りの重点誘客区域とした、旅行会社やバス会社

に対して積極的な団体の立寄り客、食事客の送客を働きかけていくことが必要と

なっています。また、ふるさと納税返礼品については、大きく売上が増加しており

ますが、この売上を維持するため、新たな商品開発や季節限定商品の登録などに取

り組むことが必要となります。 
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② ひこにゃんミュジアム「彩菜館」 

観光客の誘致とともに、地元の数多くのお客様にシーズンを通してご来店いただ

ける店舗となるため、生産者農産物直売所として取組を進めており、引き続き、市

内の農家からの持ち込みとともに、ＪＡの直売所との差別化を図るため、積極的に

東近江市や近江八幡市を中心とした生産者の農産物を直接庭先まで出向いて集荷

するなど新鮮な商品の確保に努めてまいります。また、昨年秋以降の米不足から増

加した来店者をリピーターにつなげるため、安定して米、野菜が入荷するよう出荷

者（生産者）の獲得を目指します。 

③ 「ひこね街なかプラザ」 

 公益社団法人彦根観光協会が 1Fの一部を事務所として 3Fの会議室と倉庫を、ま

た（株）近畿日本ツーリスト関西が 3F の一部をひこにゃんスタッフ控室として利

用するため、使用貸借により入居されています。このため、2F会議室およびキッチ

ンスタジオの貸出しと建物全体や共用部分の管理が当社の業務となっています。こ

れら施設の維持管理に要する経費につきましては、減価償却費、租税公課を除き、

さらに会議室等の貸出しによる賃貸収入を差し引いた残額が彦根市からの補助金

の対象となっています。 

本営業等収支は、別紙「第 22期決算報告書」にて報告いたします。 

（２）設備投資の状況 

     （株）もへろんスタジオが店舗 2階に「ひこにゃんギャラリー」を整備されたこ

とから、店舗の名称もこれまでの「ひこね食賓館四番町ダイニング」から「ひこに

ゃんミュジアム」に改めています。これに伴い、必要な看板類の更新や店舗装飾の

追加、2階床材の張り替え等の改装を実施しました。 

（３）資金調達の状況 

     令和 6年 12 月に、現金保有水準を高めるとともに、空調設備、冷蔵庫、パソコ

ンやポスレジの更新、駐車場舗装等経年劣化による設備や機器の更新に備えるこ

とを目的に新たに短期継続融資 15,000 千円を株式会社滋賀銀行から借り入れてい

ます。 

（４）会社が対処すべき課題 

政府の経済見通しでは、「令和7年度は、総合経済対策の効果が下支えとなっ

て、賃金上昇が物価上昇を上回り、個人消費が増加するとともに、企業の設備投

資も堅調な動きが継続するなど、引き続き、民間需要主導の経済成長となること

が期待される。令和7年度のGDP成長率は実質で1.2％程度、名目で2.7％程度、消

費者物価（総合）は2.0％程度の上昇率になると見込まれる。ただし、海外経済

の不確実性や金融資本市場の変動等の影響には、十分注意する必要がある。」と
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されています。 

こういった中迎えております当社第23期は、春のトップシーズンである桜の開

花期間とゴールデンウィークを含む4月1日から5月末日までの店舗での売上高

は、2024年度対比で110.1％と好調を維持しています。今後は、引き続き徹底し

た経費削減に努めるとともに、これまで進めてきた団体の立寄り客および昼食客

の積極的な誘致を目指した受入体制整備を進めてまいります。さらに、ふるさと

納税をはじめとする観光動向に左右されない新たな事業を精力的に進めるなどの

取組を加速させてまいります。 

このような状況の中､今期については、次の項目を重点課題として取り組みます。 

 

① ひこにゃんミュジアム（旧ひこね食賓館「四番町ダイニング」） 

 中心市街地・四番町スクエアへの集客の核となる施設としての使命を果たすた

め、積極的な営業活動の展開により、立ち寄りの団体客および団体の食事客の誘致

を一層進め、彦根城から街へ、街から彦根城への人の流れと周辺商店街のにぎわい

の創出に努めます。また、近江牛、鮎、湖魚、地酒、銘菓など観光客を対象とした

郷土名産品、人気キャラクターのお菓子、土産品などの品揃えの充実を図ります。

さらに、「ひこにゃん」や新たなキャラクターである「わるにゃんこ将軍」などを

前面に出した商品の開発、充実に取り組みます。加えて、地元四番町スクエア協同

組合とタイアップした地域のお客様を対象とした売出しやイベントなどにも引続

き取り組んでまいります。 

② ひこにゃんミュジアム「彩菜館」 

生産者農産物直売所として契約農家からの出荷量を増加させるとともに、シー

ズン性を重視した豊富な品揃え、観光客が求めやすい商品の充実に努めます。また、

ＪＡ直売所との差別化を図るため進めております、近接する他市からの集荷によ

る入荷量を増加させます。さらに、地元の皆様にとって“便利で安心して、おいし

い品物が買える店”を目指します。 

 

③ 全般 

令和 7年度第 23 期の当社の事業は、地元商店街である四番町スクエア協同組合

との連携により、ビアガーデンや 3939＊マルシェ、鮪の解体ショーに、子どもや

子育て世代をターゲットにしたイベントを加え、四番町スクエアに訪れる動機と

なる「まちの魅力づくり」を進めます。さらに、彦根市をはじめ、公益社団法人彦

根観光協会や彦根商工会議所といった関係機関との連携を進め、集客の核となる

施設としての使命を果たすための取組を展開します。 
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一方、第三セクターである当社の経営健全化に向けた抜本的な経営の改革につ

いては、総務省の「第三セクター等の経営健全化に関する指針」に沿って、当社に

対する市の財政支援のあり方を不断なく見直すとともに、観光動向に左右されな

い新たな事業展開や業務の受託を市とともに進め、さらに令和 5 年 4 月に策定し

た新たな『経営改善計画書』に沿って、引き続き精力的に経営改革に取り組んでま

いります。 
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‐

　　　　　　　

△

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

‘
：
・

　　　　　　　　　　　　　　　

（

　　　　　　　

（

　　　　　　　　　

．

　　　　　　　　　　　　　

‘

、
′

　　　　　　　　

、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・・′

　　　　　　　　　　　　　　　

，
」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

＝^Ｖ

４
０
８
７
０
０
２
８
１
１

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

６
０
２
９
１
ｏ
９
３
３
３

　　　　　　　

４
４
０

　　　　　　　

２
０
１
１
０

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

０

．
▲
Ｘ^Ｕ
Ｕ^
》^
＝^Ｖ
Ｕ^
、↓
．
▲
Ｄ^Ｖ
Ｕ^

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Ｘ^Ｕ
Ｒ
Ｖ
Ｄ^Ｖ
＝^Ｖ
Ｕ^
Ｕ^
Ｄ^Ｖ
７
十
ｎＸＵ^
＝Ｖ

　　　　　　　　

＝^Ｖ
＝^Ｖ
＝^ｖ

　　　　　　　　

Ｕ^
Ｕ^
＝^Ｖ
Ｕ^
＝^Ｖ

４
エ
ー
＾

　　　　

、ー

ｒｏ
ｒｂ
ｌ
▲

　　　　　　　　　　

ス^Ｕ

、
′

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１
′

　　　　　　　　　　　　　　　

，
，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

＾
ｖ

、ー
ｎ
Ｖ
ｎ
Ｖ
４^リ
ワ十十
〇０
４
７
《
Ｖ
Ｒ
Ｕ
＾
Ｖ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Ｒ
Ｖ
ｈ^Ｕ
ＩＩ
Ｒ
Ｕ
、ー
ｎ
Ｖ
．
▲
＾
Ｖ
Ｑ
Ｕ
Ｒ
Ｕ

　　　　　　　　　　

＾
Ｖ
＾
Ｖ
＾
Ｖ

　　　　　　　　　　

＾
Ｖ
ｎ
Ｖ
＾
Ｕ
＾
Ｖ
＾
Ｖ

８
９

　

５
２
８
０
０
１
０

　　　　　　　　　　　　　

．
０
０
２
６
９

　

９
９
３
０

　　

．

　

ｏ
ｏ
ｏ

　　　　

御
００
００
６０

　　　　　

，

０
１

　

９
８
７
９
５
９
０

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

．４
０
９
５
７

　　

２
０
５
８

　　　　　　

お
ｒ★Ｚ
ｒβ

　　　　　　　

．
・
・
．

，
ｕｎ
Ｖ

　　

ｒｂ
Ｚ^”
Ｑ
Ｖ
ｂ^
ｔＩ
Ｑ
Ｖ
》^

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Ｒ
Ｖ
Ｕ^
Ｕ^
Ｉ
▲
》^

　　

）^
Ｘ^Ｕ
Ｘ^Ｕ
Ｉ
▲

＾
Ｕ
Ｑ
リｎｘＵ

　　　　　　　　

ｒｈｖ
ｒｂ
＝^Ｖ
Ｕ^

ｎＸＵ^
９

　

、ｒｂ
ｌ
▲
ｎｈｖ
ｑ
Ｖ
Ｘ^Ｕ
Ｕ^
ｚ^

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

．
▲
Ｍ^リ
ー
▲
ｕ^リ
ｎＸＶ

　　

７
ｆ^
Ｚ”
７
１
ｂ^

　　　　　　　　

ｈ^Ｖ
ｎＸＵ
７
十

　　　　　　　　

ｎｈｖ
ｚ^ｕ
ｒｂ
》^

ｎ
ｖ
ｎｄ

　　

ハｈＶ
７
ｆ
》^
＾
ｖ
Ｘ^Ｕ
Ｉ
▲
Ｚ^ｕ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ｑ
ｖ
ｌ
▲
．
▲
．
▲
．
▲

　　

７
十^
Ｚｕ
Ｚ^ｕ
４
１

　　　　　　　　

４
１
ス^Ｕ

　　　　　　　　　　

ｚ^ｕ

　　

、
▲

ｒｏ
ヮ
ｆ

　　　

ｎ
Ｖ
Ｑ
リ

　　　

ｎソし
△
丁

ＱＵ
Ｑ
Ｕ
ハｈＶ
Ｉ
▲

　　　　　

．
▲
ｎ
Ｖ
Ｑ
Ｕ

ヮ
十
Ｚ^Ｕ

　　　

ソ^Ｕ
Ｉ
▲

Ｑ
Ｕ
Ｑ
リ
ー
▲

　　　　　　　　　　

．
▲
Ｒ
Ｕ

　　　　　

△

　　　　　　　

．

　

・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ｒ
・

　　　　　　

【

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

、
′
、
′

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

、
′

　　　　　　　　　　　　

、
′

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Ｕ^

の
２
０
２
７
６
２
６
１
１

　　　　　　　　　　　　　　　　　

６
１
５
７
ｌ
ｏ
ｌ
１
４
３

　　　　　

３
２
０

　　　　　

２
ｏ
１
１
ｏ

　　　　　　　　　　　　　　　　

Ｑ

４
６
０
２
１
０
１
２
０
０

　　　　　　　　　　　　　　

５
５
９
ｏ
ｏ
ｏ
１
６
３７
０

　　　　

０
０
０

　　　　

０
０
０
０
０

４
１１
▲

　　

１
▲
、ｌ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ｒｏ
ｒｏ

７
丁
．
▲^
Ｕ
Ｉ
▲
．
▲
４
▲
へｄ

　　　　　　　　

３^
ｚ^】
Ｕ^

　　　　　　　　

ｚ^〕
Ｕ^
、ー
１１
Ｕ^

Ｕ^
＝^ｖ^
＝ｖ
ｌ
▲
ｎｈｖ
７
ｆ
＝^ｖ

　　　　　　　　

＝^ｖ
＝^ｖ
＝^ｖ

　　　　　　　　

Ｕ^
＝^ｖ
Ｕ^
Ｕ^
＝^ｖ

　　　　　　　　

Ｑ
Ｕ

　
　

　　　　

ｈＫ
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Ｒ
Ｕ

　　　　　　　　　　　　　　　

　

　

４

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Ｒ

株式会社

　

四番町スクエア

科

　　　　　　　　

目 前

　　　

期

　　　

額 構成比 決

　　　

算

　　　

額 構成比
）
償
金
金
金
金
用
等
等
金
益

償
金
金

轡

瀞

臓
収

　　　

熱
敷

・

　

掛
借
済
払

　　　

り

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

借

ず

ず

蒲

．

　　　　

艶

　　　　　　

払
払

　　

年

（
流
貿
短
，
未
来
末
末
預
前

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

固
長
預

　

１

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・

　　　　　　　　　　　　　　　　

ｎ”
～

ｒｈｖ
ｎＺ”^
＝ｖ
＝^ｖ
Ｘ^Ｕ
ｒｏ
Ｕ^
Ｕ^
＝^ｖ
＝^ｖ

　　　　　

‐

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ｘ^Ｕ
＝^ｖ
ｎＫ｝

ｒｂ
Ｚ^ｑ
Ｕ^
Ｕ^
Ｘ^Ｕ
ｒｂ
＝^Ｖ
Ｕ^
Ｑ
Ｕ
ｒｈＵ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ｒｂ
ｎ
Ｖ
ｒｂ

ｈ^ｖ
ｌ
▲^
＝ｖ
＝^ｖ
ｒｂ
７
十ｒｂ
Ｕ^
Ｚ^ｕ
４
▲

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ｘ^Ｕ
＝^ｖ
ｘ^Ｕ

ｒｂ
》^
Ｕ^
４
１
４
１^
ｂ
ｒｂ
ｄ^
Ｘ^Ｕ
４
１

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ｚ^Ｕ
７
十
ｒｂ

鱒
２６
凹
７５
”
４４
１８
４３
４６
１６

　　　　　　　　　　　　　　　

０

　　　　　　　　　　　　　　　

８
７０
３７

＝^Ｕ
＝^ｖ
３^
１
▲
１
▲
ｒｏ

　　

Ｚ^
ｂ^

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１４．
ｚ^】
１
▲

ｎｈｖ
Ｑ
リ

　　　

ー
▲

ワ
ー
７
十

ー′．１、

　　　　　　　　　　　　　

．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

′′１、

○
リ
３^
Ｋ^Ｕ
Ｉ
▲
７
十
父
ＵＩ１
ｒｏ
Ｍ^Ｕ
Ｉ
▲

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Ｑ
ｖ
＝^ｖ
ｘ^Ｕ

６
８
１
７
０
３
０
１
３
０

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

．

４
仏
Ｑ

Ｘ^ｕ
ｌ
＾

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

４
：
４
▲

ヮ
Ｔ
Ｑ
リ
ｎ
Ｖ
ｎ
Ｖ
ヮ
十
．
▲
＾
Ｖ
ｎ
Ｖ
ｒｏ
ｒ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Ｒ
Ｕ
＾
Ｖ
Ｒ
Ｕ

ｒｂ
４
丁
Ｕ^
Ｕ^
，．
ｚ^Ｕ
Ｕ^
＝^Ｖ
４
▲^
ｚＵ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ｒｂ
ｎ
Ｖ
ｒｂ

ｑ
リ
＾
ｖ
＾
ｖ
＾
Ｖ
７^”
１
」
にＵ
Ｒ
Ｕ
ｒ０
７
１

　　　　　　　　　　　　　

．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Ｒ
Ｕ
ｎ
Ｕ
Ｒ
Ｕ

　

．

　　　

・

　　　　

．

　　　　

．

　　　　

’

　　　　

．

　　　

・

　　　　

．

　　　　

．

　　　

・

．

　　　

・

　　　　

１

一^リ
ハ一Ｕ
”^Ｖ
ｚ^“^
ｈＶ
Ｘ^ｕ
ｒｈＶ
》^
”^
＝^Ｖ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ｒｈＶ
ｂ^
》^

７
十
７
十
Ｕ^
Ｘ^Ｕ
４
▲．
▲
ｘ^Ｕ
ｎｈｖ
３^
Ｚ^”

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

７
十^
ご
Ｘ^Ｕ

４
０
０
６

　　

２
１
１
０
１

五
十９
ｒ★燈

＝^ｖ
ｚ^】
７
丁
７
十

　　

ｒｂ

　　

Ｘ^Ｕ
ｒｂ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ｒｂ
Ｘ^ｕ
．
▲

Ｒ
Ｕ
ｎＺｕ
ｄ^

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

４
↓
４
▲

６
１
９
５
０
１
１
９
０
１

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Ｑ
Ｑ
Ｏ

ヮ
ｆ
Ｑ
Ｕ
Ｉ
▲
▲４
＾
Ｖ
へｄ
＾
Ｖ
．
▲
“バＶ
＝^Ｖ

４
１１
▲
ｚ^ｑ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ｚ^ｕ
Ｚ^ｕ

負

　

・債

　　

の

　　

部

　　

合

　　

計 ｎｄ鼠ＲＵ７十ｕ^Ｕ４１○^、」 ロ
ＵＬＲＵ １５×^柘ｎＲロ Ａ

Ｖ
Ａ
Ｉ
“′

）
本
金

　

金

　　　　　

金
金
金

　　　　　　　　　　

等

　　　　

権

部

　　　　　　　　　　　

余
余

　　　　　　　　　　

額

　　　

余

　　　　　

余
剖

　　　　　　　　　　　

墓

　　　　

約

の
資

　　　　　　　　　

ョ
剰

　　　　　　　　　　

…

産

　

本

　

剰

　　　　　

剰
益
益

　　　　

‐

　　　　

算

　　　　

予

　　　　　

利

　　　　　　　　　　　

換

資
主

　　

本

　　　　

益
低
利

　　　　　　　　　

．

　　　

株

純

　　　　　　　　　　　

の
越

　　　　　　　　　　

価

株
資

　

資

　　　　　

制
そ
繰

　　　　　　　　　　

評

　　　　

新

　

１
１

　　

２

　　　　　　

３
（

　　　　　　　　　　　　　　

亘

　　　　　

皿

７
′^
＝ｖ

　　

”^ｖ

　　　　　　　　

３^
Ｘ^Ｕ
ｎｄ

　　　　　　　　　　　

●

　　　　　

＝^ｖ

　　　　　　

Ｕ^

Ｕ^
“^Ｖ

　　　　　　　　　　　　

Ｍ^Ｖ
ｑ
リ
）^

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

‐

７
０

　　　　　　　　　

２
一Ｚ
２
十

，

　

Ｉ

　　　　　　　　　　　　　　　

Ｑ
Ｕ
Ｑ
Ｕ
》^

９０
５０

　　　　　　

６
５
５

ハ
Ｖ
ｎ７

　　　　　　　　　　　　　　　

ハｈＶ
ハｈＵ
ｈ^Ｕ

　

′

　　　　

１

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

’

　　　　

’

　　　　

．

＝^ｖ
７
十

　　　　　　　　　　　　

７
十７
十
７
ｆ

ＱＪ
Ｑ
Ｕ

　　　　　　　　　　

・

れ。
ハｂ
ハｈＵ

　　　　　

△
△
△

　　　　　　　　　　

（

　　　

（

、
」

　　　　

、
」

　　　　　　　　　

・
：

　

，

ｎ
ｖ

　　　　　　　　

ｎ
ｖ

２
２

　　

０

　　　　　　

０
Ｄ
Ｏ

　　　　　　　　　　　　　

．

　　　　

・

．

　

，

　　

．

　　　　　　

Ｌ
Ｌ
Ｌ

　　　　　　　　　　　　　　

Ｏ

　　　　　

Ｏ

×^Ｕ^
Ｍｖ

　　

Ｕ^

　　　　

・

　　　

４
：
４
▲４
１

　　　　

、
．

、ｌ
ｒｈＵ

． ２
０

　

ひ

　　　　　

８
８
８

　　　　　　　　　　　

０

　　　　

０

７
十^
＝ｖ

　　　　　　　　　　　　

Ｚ^ｕ
Ｚ^］
，
Ｕ

馬
Ｄ

　　　　　　　　　

３
３
３

４
▲^
＝ｖ

　　　

‐

　　　　　　　　

ｒｂ
ｒｈＵ
ｒｈｖ

４
５

　　　

・

８

　　　

０
８０
８０

Ｑ
リ
ワ
十

　　　　　　　　　　　　　　　　

，

　

．
・

′

　

．

　　　　　　　　　　　　

４
▲
４
▲
４
１

２
“
７
ｆ

　　　　　　　　　　　　

ｒｏ
【ｏ
ｒｂ

４
▲^
》

．

　　　　　　

込
め
△

　　　

・

　

（

　　　

｛

、
′

　　　　

、
′

　　　　　　　　

、
′
「
′

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Ｕ^

　

．

＝^ｖ

４
８

　

０

　　　

紬
凝
紬

Ｑ
，

　

Ｑ

ｒｂ
７
十

　　

Ｕ^

　　　　　　　　

３^
Ｒ
ｕＱ
ｖ

候 ・ 蔀資 産 の 部 合 計 ＾
＝
ウクＵ^汀”^^○ーｈ^”＝１１

ハＭ▲１ーー ７
ｆ
Ｒ４＾
Ｙ
ハ
▼
＾０Ｒ１１ 「^＾ｍ
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Ｒ
Ｕ

　　　　　　　　　　　　　　　　

晶

器

４

　　　

・

　　　

‘

　　　

，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Ｒ

．

　

令和６年４月１日から

　

令和７年３月３１日まで
損

　

益 計

　

算・ 書
株式会社

　

四番町スクエア

科

　　　　　　　　

目 前

　　　

期

　　　

額 構成比 決

　　　

算

　　　

額 構成比
高
入
等
高
料

　　　

価
高
高
計
高
高
益

　　　　　　　

費
費
益

　　

益
息
入

　　　　

用
息
失

　

，

　　

益

　　

益
益

　　　　　　

失
損

　　　　　　　　　

．

・

　

益
税
益

　　　　　　　　　　　　　　

理
哩

　

・

　　　　　　　　　　　　　　　

１

　　　　

．

卸

　　　　　　　　　　

副
磯

　

料

　

文

　　　

，
Ｐ
＼

　

替
Ｐ
ル

　　　　　　

瞥
鯵

　　

．・ヌ

　　　　　

な

　　　　　

．・

　　　

却

　　　　　　

僚

賜
煙
利

　　　　

姿

　　

原
楚
フ

　　

佳
キ

　　

．．

股
脚
利

　　

叱
利

　　　　

諺
利

　　　　　

利

　　

利
売

　　　

，

損
圃

　　　　　　　　　　

細
療
ラ

　

託

」

　　

一
１
ｒ

　

振
－
｛
，

　　　　

「
↓
…

　　

÷
…
二

÷
…
１

　　　　　　　

１

　　　　　

日

　　　　　　　　　　

期
税
屯

　

と
上
手

　　　

柳
仕

【
棚
総

　

，

ひ
び

　　

，
外

　

収

　　

・

外

　

損

　　　　　　　

産

　　　　　　

所

　　　　　　　　　　

当
嬬
傘

　

受

　　　　

上

　

‐
定

　

．

　　　　　

距
距
業

　　

取

　　　　　

払

　　　　　

常

　　

別
資

　　　　　

別
産

　　　　　　　　　　

向
住
１

　　

努

　

取

　　

÷
首
品

，
湯
来
上

背
嚢
…

　　

業
１

　　　　

業
；

　　　　

・

　　

≧

　　　　　　

資

　　　　

・

　　　　　

珪
線
…期

　

裏

　　　　　　　

＝

　　　　　　　

ヨ
ー

定

　　　　　　

定

　　　　　　　　　　

引
帰

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

売
売

売
賃
業
売
受

　　　

売
期
商
合
他
期
売

　　　　　　　

．
販
販
営

　　

営
受
難

　　　　

営
支
雑

　　　　　

経

　　

特
固

　　　　　　　

特
固

　　　　　　　　　　　　　

税
法
当

１

　　　　　　　

・

ロ

　　　　　　　　　　　　　　

．

　　

皿

　　　　　

Ｎ

　　　　　　　　

Ｖ

　　　　　　　　　　　　　

Ｗ

　　　　　　　　　

Ｗ

ｎ
Ｖ
Ｉ
▲
１
▲
ワ
ｆ

　　　　　　　　　　　

ｌ
ｉ
ｌ
▲
１
▲

Ｑ
Ｕ

　　　　　

Ｚ^Ｕ

　　　　　　　　　

り
山

ア^〇

文
Ｕ
ｒｏ
ｌｌ▲
＾
ｖ
ｎ乙

　　　　　　　

７
＋
＾
ｖ
４
‐

入
に
ｕ
Ｑ
リ
ワ
十
ワリ

　　　　　　　

ｑ
ｕ
に
Ｕ
ワ

Ｕ^
Ｑ
Ｕ
Ｑ
Ｕ
＝^ｖ
ハｈｖ

　　　　　　　

○^
▲４
り

Ｑ
Ｕ
７
丁
ｒｈリ
ハｈｖ
ｎｔＵ

　　　　　　　

′４
１
▲
っ

＾
ｖ
Ｒ
Ｕ
Ｑ
Ｕ
に
Ｕ
口
Ｕ

　　　　　　　

ｑ
ｕ
ｌ
▲
Ｘ^

０
０
０
４
６

　　　　

４
５
９

Ｕ^
４
１
ｎｈＶ
リ^リ
Ｕ^

　　　　　　　

Ｑ
Ｕ
ｄ^
＝^Ｖ

＝^ｖ

　　　　　

ｎｘｖ

　　　　　　　　　

ｈ^Ｕ

　　

ワ
十

１ー Ｇ
Ｕ
Ｉ十↓
１
↓
Ｑ
Ｕ

　　　　　　　　　　　

Ａ
Ｕ
Ｉ
↓
”ｈＵ

Ｑ
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■第２２期 決算報告書

　

ＮＱ５

株式会社 四番町スクエア

販売費及び一般管理費の計算内訳

　

令和６年４月 １日から

　

令和７年３月３１日まで
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０・０
０・０
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３１１，８５０
３，０００，０００
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６１５，１２７
６，８４８，１２６
１，１８３，６１８

　　

０

　

６１，０００
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棚 卸 資 産 の 計 算 内 訳

　

令和７年３月３１日現在

１５′１６４，０１９

１‐ｌ

　
　　
Ｔ【ＱＣ
Ｒ７２７７８
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■第２２期 決算報告書

　

Ｎｏ．６

　　　　　　　　　　　

株 王 資 本 等 変 動 計 算 書

　

・

　　　

令和６年４月’日から
株式会社

　

四番町スクエア

　　　

，

　　　　　　　　　　

．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

令和７年３月３１日まで
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■第２２期 決算報告書

　

Ｎｏ．７

株式会社

　

四番町スクエア
個

　

別

　

注

　

記

　

表

　

令和６年４月 １日から

　

令和７年３月３１日まで

１． この計算書類は、 「中小企業の会計に関する基本要領」によって作成しています。

ロ．重要な会計方針に係る事項に関する注記

１，有価証券の評価基準及び評価方法
（１）その他有価証券
移動平均法による原価法を採用しております。

２．棚卸資産の評価基準及び評価方法
（１）商品（小売業｝
（２）商品（卸売業）
（３）貯蔵品（小売秦・卸売業）

売価還元法による原価法を採用しております。
最終仕入原価法による原価法を採用しております。
最終仕入原価法による原価法を採用しております。

しております。
を除く）については旧定額法、 平成１９年４月１日以

、 平成２８年４月１日以後に取得した建物附属設備及

法人税法の規定に基づく３年均等償却を採用

また、平成１５年１１月１３日から平成１９年３月３１日までに取得した取得価額３０万円未満の資産については．
取得時に費用処理しております。

（２）無形固定資産

　

法人税法の規定に基づく定額法又は１日定額法を採用しております。

４．引当金の計上基準
（１）賃倒引当金

　

債権の貸倒損失に備えるため、法人税法に規定する法定線入率により計算した回収不能見込額を計上し

　

ております。

消費税等の会言１・処理
消費税等の会計処理は税抜方式を採用しております。

ｍ．貸借対照表等に関する注記

１，有形固定資産の減価償却累計額

２，取締役等に対する金銭債務

Ｗ．株主資本等変動計算書に関する注記

１．発行済株式総数

２．自己株式総数

Ｖ， 一株当たり情報に関する注記

１． 一株当たり純資産額は、３２，７０７．２９円であります。

２． 一株当たり当期純利益は．９，７８９．７６円であります。

２００，１１９′８６６円

２，０００．０００円

１′９５５株

６４２株
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